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１月があっという間に過ぎ、２月中旬も目の前、３学期は時間が駆

け抜けるというくらいにあっという間に一日が過ぎていきます。 

今学期は、学習のまとめや、今年度最後の授業参観、お別れ式、卒

業式等々、最後の○○といった取組が目白押しです。また、今月から、

６年生とのお別れに向けた行事がスタートします。全校児童の学校生

活がよりよいものになるように、委員会活動や行事で縁の下の力持ち

となり、支えてくれた６年生に感謝の気持ちを表します。 

これらの取組を通して、５年生は最高学年としての心構えが、また、

どの学年も進級をするにあたっての自覚が芽生えてきています。特に、１年生は、小学校の先輩

として力になってあげようと、新１年生が入学してくるのを今から楽しみにしています。 

４月に向けて、月日の流れのはやさに翻弄されることなく、充実した一日一日を過ごしながら、

着実に進級を見据えた準備をしていきたいと思います。 

  

＜２月の行事予定＞  

急な変更の際には、ご連絡します。ご了承ください。 

日 曜 主 な 行 事 日 曜 主 な 行 事 

１ 水 委員会活動⑩ 15 水 ３年小田原工場見学 

５年授業参観・懇談会 

３ 金 ４年プラネタリウム見学 16 木 １・２年授業参観・懇談会 

４ 土 校庭開放日 17 金 ３・４年授業参観・懇談会 

６ 月 またの学級お別れ会 18 土 校庭開放日 

７ 火 ４校時授業（研究会のため） 20 月 ＰＴＡ役員会・運営委員会 

（この週に地震・火災避難訓練あり） 

８ 水 代表委員会 クラブ活動⑨ 

学校評議員会 

21 火 お別れ集会１組 

９ 木 ２年起震車体験 22 水 お別れ集会２組 クラブ活動⑩（最終） 

10 金 ６年お別れ遠足 24 金 またの学級授業参観・懇談会 

３年郷土資料講座 

14 火 ６年授業参観・懇談会 28 火 給食費引き落とし日 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３． ２．３ 

俣野っ子だより 
藤沢市立俣野小学校 

校長  繁里  洋子 

―― 本校教育目標 心豊かにたくましく生きる俣野っ子を育む ― 

１日 委員会活動⑩  

２日 代表委員会 

３日 ４年横浜めぐり  

７日 ４年湘南ﾍﾞﾙﾏｰﾚ巡回授業 

８日 おはボラ連絡会 

９日 ＰＴＡ常任委員会、ＰＴＡ総会  

 

１５日 給食終了 

１６日 お別れ式 

１７日 卒業式 

１８日 校庭開放 

２４日 修了式・離退任式 

２５日～４月５日 春休み 

 

３月の主な予定 

 



＜１月の活動を紹介します＞ 

〇書き初め 

３学期スタート早々、１、２年生はペンで、３～６年生は毛筆で書き初めを行いました。 

毛筆は、教室ではなく体育館で授業を行いました。今までの授業で毛筆を学んできてはいるも

のの、書き初め用紙に毛筆で字を書くことは年に１度ということや、筆につける墨汁の量や紙

の大きさに見合う筆の扱いなどが通常と異なることもあり、緊張しながら真剣に字を書いてい

ました。１９日（木）～２３日（月）に、子どもたちが書いた堂々とした書き初めを公開しま

した。 

○６年生音楽会   ２０日（金） 

１２月から延期になっていた、６年生の音楽会を行いました。歌詞を味わいながら全身で歌

う姿は、最高学年にふさわしい２部合唱のハーモニーとともに聴く者の心に響きました。合奏

は、情熱大陸、人生のメリーゴーランド、ドラゴンクエストと、大曲を３曲演奏しました。音

のバランスや息もぴったり合った見事な演奏を披露し、大変立派な姿を見せてくれました。 

○５年生江の島めぐり  ２７日（金）  

朝、善行駅にグループごとに集合、小田急線及び江ノ島電鉄線で江の島に向かいました。 

江の島では、ウォークラリーをしながら集合ポイントのサムエル・コッキング苑へ。３６０度 

の大パノラマを堪能しました。昼食後は西浜でビーチクリーンを行ってから帰路につきました。 

仲間との協力、江の島の自然・文化とのふれあい、環境整備、公共のマナーの遵守等々たくさ

んのことを学んだ活動となりました。 

○ドッジボール大会  ２５日（水）～２月２日（木） 

体育委員会の主催で、低・高学年に分かれて、休み時間にドッジボール大会がトーナメント

式で行われました。大会が始まる前は、校庭はいつも以上に子どもたちの姿があふれ、優勝を

めざして練習を重ねていました。当日は、勝てば万歳・ガッツポーズ、負ければ涙…。 

１年生の試合に、縦割りの活動で仲良しになった６年生が駆けつけて声援をおくっていまし

た。負けて悔しがっている１年生に優しく声をかける６年生、心温まるやりとりもあり、体力

がつくだけでなく、心もつながる取組となりました。 

○おはようボランティアさんからの手紙 

  地域で、子どもたちの登下校を見守ってくれている、おはようボランティアさんから、嬉し

い手紙が届きました。内容を拝読し、俣野っ子の素敵な姿や、保護者の愛あふれる行動に、こ

の地域で育つ子どもたちは本当に幸せだなと思いました。 

  手紙をご紹介します。   
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